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　てだこホールで子ども演劇ワークショップ「ミュー
ジカル君とつなげる虹色」が行われました。
　この事業は、市民の文化意識の向上を図り、参加
者が表現力や創造性、コミュニケーション能力などを
養うことを目的としています。
　今年は、小学生から高校生まであわせて72人の子
ども達が参加し、7月から稽古に励みました。当日は、
観客から大歓声が上がるほどの迫力ある演技が披露
され、会場は大いに盛り上がりました。

　9月30日、市役所１階ロビーで障がい者の雇用・
就労支援に関する理解を深めることを目的とす
る、パネル展示および自主製品の販売会が行われ
ました。
　今回、市内および市外の障がい者就労支援系事
務所26社と、市内の特別支援学校２校による活動
紹介パネル展示会のほか、手作りの雑貨や弁当な
どの販売会が行われ、多くの人が来場し賑わって
いました。

　10月15日、市内在住の小学生が図書館員の業務
を体験する「秋休み一日図書館員」が行われ、小学生
4人が浦添市立図書館とJICA沖縄国際センターでカ
ウンター業務などを体験しました。
　返却された本の整理を体験した伊禮太雅くんは
「図書館員の皆さんは、本にカバーをつけたり、アル
コールで消毒したり、本が長く持つように努力してい
た。かいけつゾロリの本が好きなので、もっと本を大
切に扱いながら読みたい」と話していました。

地域の子どもは地域で育てよう

10/13（月）浦添市障がい者就労支援月間
パネル展示および自主製品の販売会9/30（火） 体験してわかる 図書館員の仕事10/15（水）

10/3（金）赤い羽根共同募金が全国一斉にスタート

大冒険ファンタジーへ！！

60回目の記念大会 西原自治会が総合優勝 10/1（水）
　10月3日、てだこホールで「青少年を育てる浦添
市総決起大会」および「暴力団壊滅浦添市民総決
起大会」が開催されました。
　当日は約600人余の市民の皆さまが集まり、青
少年の健全育成や暴力団の壊滅に向け、より一層
力を入れ取り組んでいくことを誓いました。
　また、第2部では日頃各地域で自主防犯パトロー
ルを行なっている車両が集まり、「青色回転灯装備
車両浦添市出発式」が行なわれました。

　10月1日、サンエー経塚シティで｢平成26年度赤
い羽根共同募金運動出発式｣が行われました。
　赤い羽根共同募金は、高齢者や障がい児童、災
害等の様々な問題を解決するために、募金の70％
が各市町村で使われています。今年の浦添市の目
標額は17,544,000円です。
　赤い羽根共同募金は12月31日まで行われてお
りますので皆さまのご協力をお願いします。

10/5（日）
　台風の影響で開催が心配された「第60回浦添市
自治会対抗陸上競技大会」でしたが、無事、60回
目の大会を迎えることができました。子どもから大
人まで幅広い年齢層の市民が参加し、世代を超え
た交流が行われ、各自治体の団結力が強まった日
となりました。結果は下記のとおりです。

総合 1位　西原自治会
　 　2位　浦西自治会
　　 3位　伊祖自治会

恒久平和への誓いを新たに10/14（火）
　先の大戦で亡くなられた御霊のご冥福と世界の
恒久平和を祈念するため、「第68回浦添市戦没者
追悼式」が浦添城跡内「浦和の塔」で行われまし
た。
　松本市長は「平和教育を一層充実させ、平和の
バトンを次の世代に渡せるように尽くしたい」と、
挨拶しました。
　追悼式には浦添市中学生平和交流団も参列し、
「戦争は憎しみや悲しみしか生まない」と、平和の
メッセージを朗読しました。

 


